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1 まえがき
様々なデバイスの電力消費量を収集してユーザに提示

する「使用エネルギーの可視化」によって CO2 排出量
が削減できると見込まれている [1]．使用エネルギーの
可視化を有効なものとするためには，多くのデバイスの
データを収集する必要がある．例えばガスや水道などの
資源を使用した場合も CO2 を排出するため，これらの
デバイスの情報も収集しないと正確な CO2 排出量を提
示することができない．しかし，可視化のために新規に
設置されるデバイスだけでなく，他目的のために既に設
置されているデバイスなど多種多様なデバイスのデータ
を一元的に共有して可視化アプリケーションで利用する
のは容易ではない．一方我々はこれまで，様々なデバイ
スのデータを安全かつ効率的に共有するため，ユビキタ
スデータ共有機構 uTupleSpace を提案し，実装による
評価や実証実験を通して有効性を確認してきた [2]．本稿
では，uTupleSpace を利用して実際に複数種類のデバイ
スのデータを一元的に収容し，CO2排出量可視化に利用
できることを実証実験を通じて確認したので報告する．

2 実験システムの概要
様々なデバイスのデータを長期間蓄積して利用するた

め，図 1に示す実験システムを構築した．

図 1 実験システムの概要

• uTupleSpace に後述の方法で一般家庭のガス・水道・
電力の使用量を蓄積する．CO2排出量表示アプリケー
ションは uTupleSpaceから読み出した情報をCO2排
出量に換算し，1時間から 1週間ごとの排出量に整形
したグラフをフォトフレームへ送信して表示する．本
CO2排出量表示アプリケーションについては，東京
大学森川研究室で提案してきたセンサ向け RESTful

インタフェース技術を活用して開発した．

• 新規開発した電力センサが広域ユビキタスネットワー
ク (以下WAuN) [3]経由で uTupleSpace に検針デー
タを送信する．検針要求は，電力検針サーバ (新規開
発)から uTupleSpace 経由で電力センサに送信する．

• ガス・水道メーターは既製品を利用し，既存の検針
サーバからWAuN経由で検針を行う．このデータを
uTuple形式に変換するゲートウェイ (GW)を新規開
発し，GWを通じて uTupleSpace へ登録する．

このように uTupleSpace を介することで新規デバイス
や既存デバイスのデータを一元的に蓄積可能となり，ア
プリケーションによる利用も容易となる．

3 環境負荷低減実証実験
東京都練馬区の集合住宅約 20世帯にガスメーター，水

道メーター各 1台，及び電力センサ 3台を取り付け，2

節で述べた実験システムを利用して，CO2排出量の可視
化実験を遂行した．それぞれのデバイスは 1時間に 1回
検針値を送信した．また，フォトフレームを各実験協力
者宅に設置し，図 2のような画面を提示して可視化した．
その結果，新規開発・既存システム合わせて約 100台

のデバイスのデータを約 4か月の実験期間中蓄積し続け，
CO2 排出量の可視化で利用できることを確認した．

図 2 フォトフレームの画面表示例

4 むすび
本稿では uTupleSpaceを利用した CO2排出量可視化

の実証実験について述べた．今後は他のアプリケーショ
ン例についても実験を行い，有効性を確認していく．
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